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	 ヒトや酵母を含む真核生物の基本単位である細胞内には、細胞小器官と呼ばれるさまざま

な構造体があり、膜構造による輸送経路（膜交通）により相互にタンパク質を輸送していま

す。その輸送を制御しているのが、Rab GTPアーゼというタンパク質です。ゴルジ体は、輸
送されるタンパク質を糖鎖付加などにより修飾し、仕分けした後に適切な場所へ送り出す重

要な機能を持っています。高等動植物のゴルジ体は、平らな袋（槽）が積み重なった構造を

しており、シス槽、メディアル槽、トランス槽に分類され、それぞれの膜の成分や局在する

酵素が異なっています。酵母のゴルジ体には4つ（Ypt1、Ypt6、Ypt31、Ypt32）のRab GTPア
ーゼが存在しますが、ゴルジ体の膜上でどのように時間的空間的に制御されているか、解明

されていませんでした。須田さんらは、独自に開発した高感度共焦点顕微鏡システム(SCLIM)
を使用した生きた細胞のライブイメージングにより、酵母のゴルジ体に存在するRab GTPア
ーゼを可視化し、挙動を調べました。その結果、細胞小器官の1つであるエンドソームからゴ
ルジ体へのタンパク質輸送を担うYpt6は、ゴルジ体が成熟するにつれて膜上から消失するこ
とが分かりました。さらに、Ypt6の挙動の制御には、Ypt6を不活性化させるタンパク質Gyp6
がトランス槽に存在するYpt32と結合しトランス槽の膜上に局在する必要があることが明ら
かになりました。これらの結果は、近年提唱されているRab GAPカスケードにより一連のRab 
GTPアーゼ転換機構が行われることを示しています。また、Rab GAPカスケードが正常に働
かない変異株を作製したところ、Rab GAPカスケードがゴルジ体の機能、および成熟に少な
からず寄与していることも明らかになりました。	  
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